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ロジャー・ウィリアムズ 
「洗礼はキリスト教徒をつくらない」： 

解題・翻訳

平野　陽子

解題

　本稿は、17世紀のニューイングランドにおいて、史上初めて政教分離

を明文化させたイングランド人、ロジャー・ウィリアムズ（1603-1683）

による「洗礼はキリスト教徒をつくらない」全文の和訳である。翻訳の

底本としてはThe Complete Writings of Roger Williams, vol.7, Oregon: Wipf 

and Stock, 2006 (repr. from Russell and Russell, 1963), pp.29-41を用いた。

　この 10ページほどの小冊子は彼の 5番目の著作で、1645年にロンドン

で刊行された。先行研究において重点的に扱われることはほとんどない

が、彼の著作の中では、前期と後期の橋渡しとなる重要な位置を占める資

料として価値があるといえる。

　内容は大きく二つに分けられ、前半はインディアンに対して用いられて

いた「Heathen（異教徒）」という語についての論考、そこから「キリス

ト教徒」の定義と、いわゆる「キリスト教国」に対する痛烈な批判を含

む。ウィリアムズは「Heathen」の元来の意味に立脚し、「民族」、「異邦

人」を意味するにすぎないこの語を、「異教徒」としてインディアンに当

てはめて呼ぶのは不適切であると指摘する。またローマ・カトリック教

会、教皇制度といった黙示録の「獣」に相当するものに服従するカトリッ

ク教国のみならず、これに反抗しながらも完全には分離していないプロテ

スタントも同様に異教徒ではないかと鋭い非難を浴びせる。

　後半ではインディアンがキリスト教に回心する可能性について論じ、洗
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礼ではなく「本当の回心」によって人はキリスト教徒になると主張する。

当時の大半のイングランド人は、インディアンは「異教徒」であるから、

自分たち「キリスト教徒」の敵であり、排除されて当然だと考えていた。

そのような時代背景のもとで、ウィリアムズは理論だけでなく、インディ

アンとの共同生活という自身の実体験から、インディアンもイングランド

人と同じ人間であるということを認め、尊重する姿勢を示した。そしてイ

ンディアンも人間であるから、キリスト教徒になる希望があると主張する。

　ウィリアムズはインディアンという、当時のイングランド人にとっての

「他者」と向き合うことを通して、自身も属するいわゆる「キリスト教

国」、「キリスト教徒」という立場のあり方を問い直す必要を同郷のイング

ランド人に強く迫った。この小冊子は一見、インディアン伝道の可能性を

主張し、伝道を促進させることに主眼を置いているように思われるが、異

文化の中にいる他者を、同じ人間であると認め、自身と同等の存在として

扱い、尊重するという現代の基本的人権の根本的な考え方につながる思想

を17世紀に提示したことに最大の意義がある。　
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「洗礼はキリスト教徒をつくらない

――インディアンに通常用いられる異教徒
4 4 4

という名について、 

また彼らの
4 4 4 4 4

回心
4 4

という重大な点について
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

の短い論考」

凡例

一、原文のイタリック体については、傍点で示した。

二、聖書の出典箇所を示すイタリック体についても、原文ではイタリック

とローマン体が混在していることから、イタリックの有無を厳密に示

すために敢えて傍点を付した。

三、原文で全体が大文字表記された語については、ゴシック体で示した。

　まず最初に、Heathenという、イングランド人がインディアンに与える

名、またオランダ人が彼らの名のもとに承認し使う、異教徒や民族を意味

するHEYDENENという名を敢えて問う。わたしはなんと頻繁にイングラ

ンド人もオランダ人も（礼儀正しい人々だけでなく、極めて堕落し不敬な

人々も）、次のように言うのを聞いてきたことか。われらキリスト教徒
4 4 4 4 4 4

が

危険にさらされたり苦しめられるより、この異教の
4 4 4

輩を大量に殺すほうが

ましである。それに、彼らが皆殺しにされるほうがよい、そうすればこれ

以上彼らに煩わされずに済む。彼らはキリスト教徒の
4 4 4 4 4 4 4

血を流してきた。最

善策は、彼らを処分し、皆殺しにし、そうしてキリスト教徒に道をあける

ことであると。

　それゆえ、あらゆるわが同郷人に次のことを熟慮するよう嘆願しよう。

人々はこのHeathenという言葉を、裸で暮らし、唯一神のことを聞いたこ

とがないインディアンに当てはめるが、このHeathenという言葉をこの意

味で用いることは極めて不適切で罪深く、野蛮である。Heathenという言

葉は民族
4 4

や異邦人
4 4 4

を意味するにすぎない。それでわれわれの旧新約聖書に
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おけるヘブライ語~yWg1)やギリシア語 ἔθνη 2)からの翻訳も、異邦人
4 4 4

、民族
4 4

、

異教徒
4 4 4

と行き当たりばったりに訳しているのである。

　なぜ民族なのか。なぜなら神の唯一の民であり民族であるユダヤ人は、

他のあらゆる人々、裸でうろつき回る民だけでなく、有名なバビロン人、

カルディア人、メディア人、ペルシア人、ギリシア人、そしてローマ人、彼

らの威厳ある都市や市民を、ユダヤ人より劣っていて、自分たちの光栄あ

る特権を分かち合う人々ではなく、異国民、異邦人、異教徒、すなわち世

俗の民族であると考えた（し、それは正しかった）からである。

　さてそれでは、主イエスの到来と、神の第一の予型の聖なる民であるユ

ダヤ人の拒絶以来、神の民、神の聖なる民
4 4 4 4

とは誰なのか問わなければなら

ない。

　キリスト教徒、すなわちイエスに従う者たちが、今では神の唯一の民、

神の聖なる民
4 4 4 4

など、ἔθνος ἅγιονであるということはあらゆる人々に認めら

れている、Iペト
4 4

2:9。

　それならば、この神の民
4 4 4

に対して、民族
4 4

、異教徒
4 4 4

、異邦人
4 4 4

とは誰なの

か。あらゆる人々、文明人
4 4 4

と同様、未開人
4 4 4

、世界で最も有名な国家、都

市、王国でさえそうであると、わたしは答える。なぜならば、すべての

人々が、Iコリ5にある、内部
4 4

か外部
4 4

かの区別の内に入るからである。

　神の民の内部
4 4 4 4 4 4

というのは、コリントにある神の教会である。外部
4 4

という

のは偶像
4 4

を崇拝するコリントの都市であり、だからその結果、他のすべて

の人々は神の民である真のユダヤ人
4 4 4 4

に対立する異教徒、民族なのだ。それ

ゆえ、生まれながらのユダヤ人
4 4 4 4

たち自身が今やこの神の民でないので、異
4

1 ) 底本では~y$kと誤って印刷されているが、London: Iane Coe, for I. H. の1645
年の初版（British Library所蔵、Early English Books Online, <http://gateway.
proquest.com/openurl?ctx_ver=Z39.88-2003&res_id=xri:eebo&rft_id=xri: 
eebo:citation:99867244> accessed 20 January, 2014. 以下、Iane Coe版）にある
とおり、正しくは訳文中の表記となる。

2 ) 底本では ἓθνη、Iane Coe版では ἕθνηと印刷されているが、正しくは訳文中の
表記となる。
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教徒
4 4

、民族
4 4

、異邦人
4 4 4

である。いかにもこれは多くの専門家に認められるで

あろう。しかしキリスト教世界
4 4 4 4 4 4 4

に対してあなたがたは何と言うだろうか。

キリスト教国
4 4 4 4 4 4

に対して、何と言うだろうか。ペテロ
4 4 4

、ヨハネ
4 4 4

、パウロ
4 4 4

な

ど、主イエスの最初の使者たちを、あなたがたはどう思うのかとわたしは

答える。その上、もし主イエス御自身がここに（やがておられるように）

おられ、答えるように言われたら、この使者たちと主はキリスト教世界、

キリスト教国について何と言うだろうか。もし主がここにおられなけれ

ば、主が話すであろうこと、すなわちたしかに主が話したことであり、ま

たやがて話すであろうこと以外のことを、キリスト教徒を自称する者は誰

も話してはならない。

　ヘロディアス
4 4 4 4 4 4

は彼のキリスト教世界の地図において、教皇の洗礼
4 4 4 4 4

が行き

届いた限り、全アジア
4 4 4

、ヨーロッパ
4 4 4 4 4

、アフリカ
4 4 4 4

の広大な領域、またアメリ
4 4 4

カ
4

の大半をも含めている。

　これがキリスト教世界、すなわちキリスト教国であり、その点において

キリスト教徒とトルコ人（キリスト教勢の地とトルコ勢の地）の間、この

キリスト教世界のキリスト教徒とユダヤ人の間、そしてキリスト教徒と異教

徒、つまり裸のアメリカ人
4 4 4 4 4

の間の激しい対立
4 4 4 4 4

という言い方を人々は主張す

る。

　しかし外部
4 4

は内部
4 4

になり、世界の人々はキリスト教徒になり、そして小

さなイエス・キリストの群れ
4 4

はそうした見事な回心で驚くほど増えたの

で、キリストとは何か、キリスト教徒とは何かを敢えて問おう。ヘブライ

語のxyvm3)とギリシア語のΧριστός 4)は、キリストとは、イスラエルの預言

者、王、祭司が、彼らの聖別
4 4

においてまさに予型し象徴するところの、神

の聖油で清められた
4 4 4 4 4 4 4 4

者であったのであり、その内にある（今もある）とい

3 ) 底本および Iane Coe版ではqayXmと記されているが、正しくは訳文中の表記
となる。

4 ) 底本では χρἱστος、Iane Coe版では χρίστοςと印刷されているが、正しくは訳文
中の表記となる。
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うこと、そこからキリストに従う人々はΧριστιανοί 5)、キリスト教徒、と呼

ばれるということ、つまり彼らもまた聖別されている
4 4 4 4 4 4 4

ということを示して

くれるだろう。だからたしかに、キリスト教徒
4 4 4 4 4 4

であるということは二つの

ことを含意する。第一に、かの聖別された方のあらゆる任務において、彼

に従う者であるということ。第二に、彼の聖別を共にすること。というの

は、（死を覚悟の上での誰も真似しないであろうアロンの聖別のように）

主イエス・キリストの聖別が彼の衣服の裾につたうからである。

　このキリスト教世界（世界の人々がキリスト教徒にふさわしく、信心深

く、聖別された者、神の民などになる世界）により近づくことについて、

ヨハネは何と言っているか。天使は何と言っているか。実に、そこから黙

示が訪れたところのイエス・キリストと彼の父は、何と言っているか、黙
4

1:1。彼らは獣とその崇拝者に何と言っているか、黙13。

　もしかの獣が（最も無知な人々が解釈するように）トルコ人
4 4 4 4

でも、ロー
4 4

マ皇帝
4 4 4

でもなく、（最も洗練された人々が解釈するように）総務会、ロー
4 4

マ
4

・カトリック教会、教皇もしくは教皇制度ならば、なぜ全世界の人々
4 4 4 4 4

、

黙
4

13、ὅλη ἡ γῆは、獣
4

に驚嘆し
4 4 4

、獣
4

を崇拝し、獣
4

に従い、獣
4

を誇るのか。

彼のようなものは誰もおらず、あらゆる民、国民、民族はこの獣の権力下

に置かれ、獣
4

の額
4

、手、名前の数の刻印を持たない者は誰も、買いも売り

も生きもしないのだと。

　それではもしこの世界
4 4

、地上
4 4

とは現世の全世界、つまり（感覚や経験が

否定するところの）ヨーロッパ
4 4 4 4 4

、アジア
4 4 4

、アフリカ
4 4 4 4

、アメリカ
4 4 4 4

ではなく、

（あらゆる歴史
4 4

と時間が証明するように）ローマ
4 4 4

帝国からローマ
4 4 4

教皇、そ

してカトリック王国
4 4

、かのローマを根源とする派生物へと譲渡されたロー
4 4

マ世界
4 4 4

、ローマ君主制
4 4 4 4 4 4

の国民、言語、そして民族を意味するならばどう

か。

5 ) 底本ではχριστιανοι、Iane Coe版ではχριστιανοὶと印刷されているが、正しくは
訳文中の表記となる。
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　それならば、ここまでで主イエスがキリスト教世界とキリスト教徒
4 4 4 4 4 4

につ

いて述べるであろうことが分かる。すなわち、たしかに彼が言っているこ

とである、黙
4

14。もし誰かが獣
4

とその像
4

を崇拝するならば、その人は聖

書全体が罪人に対してこれまでに提示してきた恐ろしい満杯の杯さえも飲

むことなどになろう。

　これを認めるならば、たとえばキリスト教国のいくつか、つまりキリス

ト教世界を作り上げておきながらかの獣
4

に服従する一部のカトリック
4 4 4 4 4

教

国、彼らは地上
4 4

、すなわち世界
4 4

であり、かの最も恐ろしい杯を飲まなけれ

ばならないことになるだろう。しかし、現在では獣の軛
4 4 4

から退去しふたた

び獣に反抗する民族は、カトリック教徒ではなくプロテスタントであるか

ら、彼らがまた唯一の聖なる民である神の民に対抗して（聖書の真の意味

における）異教徒
4 4 4

、すなわち民族、異邦人と呼ばれるかもしれないと考え

ることになるだろうか。

　現在プロテスタント
4 4 4 4 4 4 4

と呼ばれるあらゆる民族は、はじめはかの全世界の

一部、つまり獣に驚嘆し獣を崇拝などする主な（反キリスト教的）大陸に

いたと、わたしは答える。それからこれは、（神の国と救済に関係してい

るから）信心深い恐れと戦きをもって傾聴されなければならない。獣との

決別、反キリスト教的嫌悪や誤った回心、誤った制度すなわち誤った政体

での国教会構想における獣の刻印からの脱却、そして真の完全なる御業に

等しい洗礼の執行、聖餐
4 4

、規律
4 4

、破門
4 4

は、獣に驚嘆し、獣を崇拝する、か

の世界から切り離されたのか、あるいは、そのように切り離されておら

ず、彼らは依然として半島
4 4

でも地峡でもなく、いまだに獣のキリスト教国
4 4 4 4 4 4

と接触し、結びついているのか。もし今、プロテスタント教国の人々が悔

い改めず罪深く、生来の状態のままであるがゆえに主イエスの訓戒を聞く

ことから遠く離れているのなら、マタ18、キリスト・イエスが、彼らは

ただ異教徒
4 4 4

や収税人
4 4 4

のようだ、17節、と言っていたということを、彼ら

は大いに熟慮し自覚しなければならない（さもなくばイエスという名の告

白はついにただ断罪の深刻化を立証するのみとなる）。ではわが同郷の
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人々に、かの獣
4

と獣の像
4

からの回心を心に問うてみなければならない痛切

な理由は何であるのか熟慮するよう、どのように嘆願するべきか。そして

（ローマ方式
4 4 4 4 4

から引き継いだまたは受け継いだ、考案された礼拝の方法を

除いて）単にキリストの名のみを持とうとも持つまいと、彼らの魂や会話

は、彼らが回心していない、キリスト教徒ならぬキリスト教徒
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

であるとい

うことや、外部の民族、つまり異教徒
4 4 4

や異邦人
4 4 4

の中から真の神聖なユダヤ

人へと、内部における本当の生まれ変わりを手に入れるとはどのようなこ

となのかまだ知らないということを、表しはしないだろう。

　このことは各々の魂の探究にいかに深甚かつ永久に関わっていること

か。そしてさらに深く関わるのは、神の家の指導者、統率者、建設者であ

ると告白することである。

　第一に、彼らは建物、つまり教会の形式
4 4

や骨組み
4 4 4

に目を向けるからであ

る。

　第二に、彼らは手段
4 4

や方法
4 4

などに専心するからである。

　第三に、彼らはたしかな基礎を築くであろうからである。長続きする基

礎は人々に受け入れられる。

　第四に、彼らは費用を計算し、当該の建物に相当する額を請求するから

である。

　第五に、だから彼らは、今は新約聖書の中にある、真の家、都市、王

国、神の民、についての真の教会の問題と資料が、整理されて集められる

べきであることを忘れてはならないのである。

　さて次に、回心の希望と、アメリカ
4 4 4 4

の人々を神へ向かわせることについ

てである。神は人を分け隔てしない。なぜならわれわれは皆、主の御手の

わざなのだから。日の昇るところから没するところまで、主の御名は東方

から西方およびその他の民の間で偉大とされるだろう。もしアメリカ人の

罪を考慮するならば、彼らはヨーロッパの
4 4 4 4 4 4

罪人よりも断然罪は少ないの

だ。彼らは非常な肉体の恵みをもたないためそれらを乱用せず、ヨーロッ
4 4 4 4

パ
4

人がするように、（彼らの間では輝いていない）福音の光に対して罪を
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犯すこともない。そしてもし彼らが実際よりも、あるいはヨーロッパ人
4 4 4 4 4 4

よ

り罪深いとしても、彼らはその点において恵みの大海
4 4

からより遠ざかって

いるとは言えないのである。

　最後に、彼らは聡明で、多くは非常に純真であり、飾り気のない心をも

ち、知識欲旺盛で、（前述したように）多くの信念の心構えなどがある。

　それから次いで、カトリックの回心についてである。神はローマ、スペ

インにおけるこれをご存知であるとわたしは切に願うが、もし反キリスト

者が彼らの誤った指導者であるならば（ほぼ間違いなくそうであろう

が）、その集団、信仰、洗礼、希望も、（真実とは反対に、エフェ4）また

誤っている。実に、結果として（神に神秘を委ねている）彼らの説教、回

心、救済はすべて同様に誤った生来の状態となるだろう。

　もしその報告（また彼ら自身の歴史学者
4 4 4 4

の幾人か）が正しいならば、な

んと奇怪で極めて残酷な回心を彼らは行ってきたのだろう。何千、それど

ころか何万人もの哀れな先住民たちに、時には謀略と狡猾な企みによっ

て、時には彼らがそうした奇怪な洗礼の前にも後にも理解していないもの

に服従するよう強制することによって洗礼を施している。三つ目に、われ

らニューイングランド
4 4 4 4 4 4 4 4 4

の地域について、わたしは正直に、確信をもって言

えるのだが、ずっと以前から、多くの先住民たち、それどころか全地域の

先住民にアメリカ
4 4 4 4

で今まで聞いたどんなものよりもはるかにキリスト教的

でない回心を施すことの方が、自分自身にとって容易であったとわたしは

知っている。わたしは彼らの宗教についての章で、いかに難なくわたしが

全先住民に週に一日の礼拝を守らせることが可能であったかある程度報告

した。付け加えると、（最初のキリスト教徒
4 4 4 4 4 4

と主イエス
4 4 4

自身がそうしたよ

うに）川
4

においてではあったが洗礼
4 4

（または洗い清め）を受けさせ、牧師

職や祈禱様式、生死における反キリスト教的
4 4 4 4 4 4 4

礼拝の全体の形式を維持する

既定教会の集会
4 4 4 4 4 4 4

に行かせることもできた。誰にもこれを不思議がらないで

ほしい。生来の人間が高く評価し非常に好むところの人間の口にのぼるま
4

ことしやかな信仰
4 4 4 4 4 4 4 4

、支配的な武力や兵力は、（人々が言うように）キリス
4 4 4
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ト教国
4 4 4

のあらゆる民族
4 4

にこれを行ってきたのだから。本当に、数年で宗教

という点に関してこの国の大多数の人々
4 4 4 4 4 4

の、なんと嘆かわしい改宗
4 4

に次ぐ

改宗
4 4

をわれわれは経験してきたことであろう。

　ヘンリ7世のもとでイングランド
4 4 4 4 4 4

が完全なカトリック
4 4 4 4 4

であったとき、ヘ
4

ンリ
4 4

8世のもとで不完全なカトリック、不完全なプロテスタントに転向す

るのがいかに容易であったことか。

　ヘ
 4

ンリ
4 4

8世のもとでの不完全なプロテスタント、不完全なカトリックか

ら、エドワード6世のもとでの完全なプロテスタントへ、エドワード
4 4 4 4 4

6世

のもとでの完全なプロテスタントからメアリー
4 4 4 4

女王のもとでの完全なカト

リックへ、そしてメアリー
4 4 4 4

女王のもとでの完全なカトリックから（まるで

それぞれの君主に吹き動かされる風見鶏のように）エリザベス
4 4 4 4 4

女王らのも

とでの完全なプロテスタントへと。

　これにも関わらず、こう尋ねる方もおられよう。なぜこのような価値を

自身の手にしておきながらそれを活用しないのか、なぜわたしは自分が話

したような回心を彼らにさせないのかと。わたしは答える。わたしが光を

闇と呼び、闇を光と呼び、甘いを苦い、苦いを甘いと呼ぶならば、わたし

に災いあれ。実にキリスト教国
4 4 4 4 4 4

における何百万もの魂の破滅、ある誤った

礼拝から他の誤った礼拝、そして神の聖なる名、キリスト、神の恵みを受

けた洗礼式の冒涜を神への回心とわたしが呼ぶならば、わたしに災いあ

れ。アメリカ
4 4 4 4

は（ヨーロッパ
4 4 4 4 4

やあらゆる国々と同様）罪と不正の内に死し

た状態にある。死人を生き返らせるのは、深紅の衣をまとった悪魔の一団

ではない。彼らは死人の深紅の衣をはぎ取って白に変えるがその人はまだ

死んでおり、それを取って金の衣へと変え、またそこからダイヤモンドの

衣へ変えるが、その人は依然として死んでいる。なぜなら、人間を回心さ

せるのは形式でもなく、よりよく、よりよく、もっとよく、というひとつ

の形式から他のもうひとつの形式への変更でもないからである。わたしが

言っているのは、イエス・キリストの最期の言葉と聖約の目に見える掟に

従って神に受け入れられるような回心のことである。わたしは（たとえ輝
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いてはいても、魔術師シモン
4 4 4 4 4 4

やユダ
4 4

などのように純金ではない）偽善者に

ついて話しているのではなく、真の明らかな回心について話しているの

だ。それでは、（主イエスがペトロ
4 4 4

に言ったように）人間を捕まえるつも

りでわたしが回心を装って人々を神秘的な魚のように、キリスト教徒の状
4 4 4 4 4 4 4 4

態
4

、つまり回心した状態にするふりをし、そして洗礼
4 4

式
4

で回心したキリス

ト教徒のように彼らを増やし、しかしその後さらなる回心によって彼らを

捕らえようとするならば、わたしに災いあれ。だが、われわれの間でこれ

をよしとすること、すなわち幾多の人々を、それどころか以前には自分た

ちを善き回心者とみなしてきた（個人的な状態においては回心していた）

者たちをも回心させることが、無限の憐れみと忍耐において神の御心に適

うことをわたしは疑わない。

　しかしわたしは、これが近年、つまり（神が人間に影響を与えずに満足

する）無知の時代が終わり、今や教会、牧師、そして回心に関するより偉

大な光が現れているときにそう頻繁であるか疑問に思う。神が、ご自身の

貴重で尊い多くの人々に与えたこのような希有な才能が（主の最も聖なる

時期にそうであるであろうように）原型に従って計画されていたのかどう

かは疑わしい。言うなれば、（個人においては回心している）者がいたの

かいなかったのか、いずれであるかわたしは疑うとともに、わたしが望む

のは来るべき神の時に幾多の人々が反キリストの偶像
4 4 4 4 4 4 4 4

から（個人
4 4

において

も共同の礼拝
4 4 4 4 4

においても）真の回心をし、生けるまことの神に仕えること

である。

　最後に、真実なる主イエスへの偽りの回心
4 4 4 4 4

や誤った礼拝
4 4 4 4 4

を装ってはなら

ないということは、わたしにとっては論じるに及ばないことである。

　もし高潔なベレア人
4 4 4 4

が、わたしが言う本当の回心とは何なのかと問うな

らば、まず否定的に答える。

　第一に、それはネブカドネザル
4 4 4 4 4 4 4

が君主政治のもとで全国民に強制したよ

うな、ある誤った礼拝から他の誤った礼拝への、人々の回心ではない。

　第二に、それは本当の神、つまりイスラエルの神の礼拝方法と、アッシ
4 4 4



ロジャー・ウィリアムズ「洗礼はキリスト教徒をつくらない」：解題・翻訳 227

リア
4 4

の王に人々が転向させられたような、王・下17、偽の神々やそれら

の礼拝の混合ではない。その偽の神々の礼拝では、幾世代もに渡って例の

サマリア人
4 4 4 4 4

は、神とメシア
4 4 4

に関して彼らの間で多くの健全な真理を有し続

けた、ヨハ4。

　第三に、それはヤロブアムが10部族を今日に至るまで荒廃と離散に追

いやったような、王・上12、本物から偽物への転向ではない。

　第四に、それはヤコブの息子たちがシケムの人々
4 4 4 4 4 4

を回心させたような、

創
4

34、この世のことに関する神の定めに対する形式的な服従への回心で

あるべきでない。

　第五に、それは武力や鋼の剣の力による主イエスの礼拝への回心である

べきでない（本当はありえるべきではない）。実にネブカドネザル
4 4 4 4 4 4 4

が全世

界の人々を処弁した、ダニ
4 4

3、のと同様に、彼の対型
4 4

で後継者
4 4 4

である獣
4

は

全地を掌理するのだ、黙
4

13ほか。

　しかし主イエスはご自身の最も純粋な礼拝に決して誰もお連れにならな

かった。不本意な配偶者や、無理強いの床へ入ることを、彼は（すべての

人間、そう、まさにインディアン
4 4 4 4 4 4

と同様）忌み嫌ったからである。礼拝に

おける意志というのは、もし本当ならば、自由な投票のようであり、人は

強制せず、また強制されない。イエス・キリストはご自身の使者の強力な

説得によって加わることを強いるが、その他の点では、彼は決してこの世

の武器で強制しないし、また強制されえない。

　この真実を識別しないことがいつの時代も、世俗の激動の中で非常に多

くの血を流してきたし、聖人とイエスの証人の血を堕落した社会に飲ま

せ、大地に飲ませてきたのである。

　それはしかし、平和と憐れみの神がキリスト教世界を見下し、彼がさほ

ど必要としてこなかった人間の魂を満たさない限り、（いわゆる）キリス

ト教世界の破壊や解体となるだろう。わたしは（世俗的な武器によって維

持されるべきだと考え、またわたしが神について非常に真剣である数多の

理由がある）都市の平和、土地の平和を不安定にすることは避けなければ
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ならない。またわたしはどんな反抗的な支配や発言に対しても相違を放置

せず、また反抗的で平和を破壊するとして知られるどんな者の手にも、武

器を託すことを望まない。

　わたしは、（結局は）多くの者の良心は、古代イスラエルの国家とその

他の主張の双方から、説得されてしまうということを知っている。しかし

敢えて言わせていただこう。わたしはあらゆるこのような主張の弱点を発

見するほどの考慮を、真実と平和の君を愛するすべての人々の目に対して

示すことができ、この点についてなされてきた、あるいはなされうるあら

ゆる反論に答えることができる。否定的な回答はもう十分である。

　次に、肯定的に答えよう。一般的に答えると、本当の回心（アメリカ人
4 4 4 4 4

であろうとヨーロッパ人
4 4 4 4 4 4

であろうと）は、ユダヤ人のものであれ異邦人の

ものであれ、原型のようでなければならない。その掟は天使や使者の手に

ある金の物差し
4 4 4

であり、黙
4

11:1、他のものはすべて鉛製で歪んでいる。

　特にまず、あらゆる人々を弟子にするのは、主イエスからの正当な派遣

と権限によって証明できるような使者による、悔い改めと罪の赦しの自由

な宣言あるいは説教、ルカ24、によらなければならず、それで聖なる三

位一体の名
4

や告白
4 4

によって εἰς τὸ ὄνομα 6)彼らに洗礼を施すのである、マタ
4 4

28:19、ロマ10:14, 15。

　第二に、このような回心は（魔術師シモン
4 4 4 4 4 4

などにおけるような最初の使

者たちの判断のように、必ずしも正確でない人間の判断が及ぶ限りで

は）、サタン
4 4 4

の力から神の力への全人間の転換、使
4

26、のようである。こ

のような変化は、まるで老人が新生児になるように、ヨハ
4 4

3、本当に神の、

魂の新しい創造に等しいのである、エフェ
4 4 4

2:10。

　第三に、明らかにそれは偶像からの、回心
4 4

だけでなく礼拝
4 4

について（異
4

教徒
4 4

やトルコ人やユダヤ人であろうと反キリスト教徒であろうと）、神の

6 ) 底本では εὶς τὸ ὂνομἀとなっており、Iane Coe版は□□ ς τὸ ὄ□ομα ᾽とあるが
（□は判読不能箇所）、正しくは訳文中の表記となる。
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御子によって約束された神の聖なる礼拝における、生ける真実の神への転

換である、Iテサ1:9。

　これに対して異議が唱えられたことは知っているが、もし十分に傾聴さ

れるならば、金の物差し
4 4 4 4 4

はあらゆる不正な歪み
4 4

や逸脱
4 4

を見出すであろう。

　もし誰かが今、これが回心
4 4

だというのならば、また、あなたがその土地

や住民についての知識の点でこのような言語
4 4

の手引き
4 4 4

や好機
4 4

の扉を持って

いるのならば、なぜアメリカ
4 4 4 4

であなたが話したような回心の模範を示し始

めないのか、と言うとしよう。

　わたしは答える。第一に、それにはわたし自身が経験する多くの実践と

並はずれた苦痛や困難、言い換えると、言語能力の程度において、彼らに

救済の問題を開示することができるほどに言語の慣熟に向かう何らかのこ

とが必要である。

　この世の事柄については、人々は詳細に説明するのを助け合おうとす

る。しかし（その魂が生来非常に嫌悪する）天国の事柄について、人々の

耳はあらゆる不道徳な言葉を聞くことにはどれほど抵抗がないことか。

　第二に、わたしの願いと努力は言語に練達するべく（神の助けによっ

て）絶え間なく続くのである。

　第三に、マサチューセッツ湾岸
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

と他地域の立派な同郷人の名誉にかけて

告白する。彼らの聖なる願いの表れと、わが尊敬すべき友、ハンフリー
4 4 4 4 4

大

佐の手によるわざの援助の申し出を、彼がそこに逗留している間、わたし

は長く受け入れなかった。

　しかし第四に、わたしは答える。もしある人が、ダビデ
4 4 4

が神のために家

を建てるように愛情に溢れかつ熱心で、ナタン
4 4 4

のように、問題
4 4

や方法
4 4

につ

いて、神ご自身からの言葉
4 4

、権限
4 4

、委任
4 4

無しでこのわざを試みるよう助言

し励ますように賢明で信心深いのであれば、彼らは以後（良い願いは聞き

入れるが権限の欠乏は戒める）主の
4 4

、・わたしは今まで一言でも言ったこと
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

があろうか
4 4 4 4 4

、サム
4 4

下7:7、といった声などを聞かなければならないのだ。

　実は、このような重要な使命や牧師の本当の権限について、（神の慈悲
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を通して）絶えず熟慮してきたので、わたしはおのれの魂の種々の主要な
4 4 4

事項
4 4

についての絶え間ない不満足を率直に告白する。

　第一に（律法はシオン
4 4 4

から発せられ、御言葉はエルサレム
4 4 4 4 4

から発せられ

ると考えられるので）、キリスト・イエス、すなわち神の聖なる御子と、

キリストの敵、すなわち罪と地獄の子、の間における神の偉業は、まず過

剰であってはならず、律法と命の言葉が、キリストについて聞いたことが

ない、世界のその他の民へと送り出される前に、シオン
4 4 4

とエルサレム
4 4 4 4 4

は再

建され、再興されてはならないのかどうか。預言者はこれに深く関係があ

る。

　第二に、（キリスト・イエスの最期の言葉と聖約によると）本当の派遣

なくして説教はありえない以上、ロマ
4 4

14:15、その権限
4 4

の派遣
4 4

と授与
4 4

に関

する力と権威、マタ
4 4

28ほか、はどこにあるのか。その力は今どこにある

のか。

　ロ
 4

ーマ・カトリック
4 4 4 4 4 4 4 4

とその同類の人々であれ、あるいは改革派
4 4 4

、再建派
4 4 4

と同類の人々であれ、彼らの虚偽の根拠によってこの力
4

を要求する者たち

を、そして今日あらゆる地域がそれに関わっている強力な議論を、ここで

すべて数え上げるのは場違いである。ダニエル（エルサレム征服の荒廃、

ダニ
4 4

9）について、エルサレムに下されたこの災難ほど恐ろしいものは
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

、・

いまだ天
4 4 4 4

下に起こったことはありませんでした
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

と、またエレミヤについて

も同様に、哀1:127)で、道行く人よ
4 4 4 4 4

、・心して目を留めよ
4 4 4 4 4 4 4 4

、・よく見よ
4 4 4 4

。・これ
4 4

ほどの痛みがあったろうか
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。・わたしを責めるこの痛み
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

、・主がついに怒って
4 4 4 4 4 4 4 4

わたしを懲らすこの痛みほどの
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

、との嘆きをある者たちに引き起こし得る

ような、考慮すべき深刻な質問
4 4

を、わたしは適当な場で（恐らくは）提示

するだろう。

　そのことはわれわれに、自分たちがなしてきたあらゆることを恥じさ

7 ) 底本および Iane Coe版では哀2:12と記されているが、正しくは訳本中の箇所
となる。
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せ、エゼ
4 4

43、自己嫌悪させるだろう。（不埒な礼拝において）われわれは

不埒な心で主に背いてきたのだから、エゼ
4 4

9。ヨハネがしたようにイエス

の足もとに倒れて死んだようになれば、黙
4

1、また彼のように激しく泣け

ば、黙
4

5、かの子羊はあのすばらしき巻物とその七つの封印された神秘をわ

れわれに喜んで開くかもしれない。

あなたがたの不肖の同郷人

ロジャー・ウィリアムズ

了
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“Christenings make not Christians”
The Original Text from Complete Writings of Roger Williams, vol.7,  

Oregon: Wipf and Stock Publishers, 2006, pp.29-41,  
(reprinted from New York: Russell and Russell, 1963).

   The following original text is used by permission of Wipf and Stock Publishers. 
www.wipfandstock.com
　次ページよりの原文テクストは、Wipf and Stock Publishers（www.wipfandstock. 
com）の許諾を得て掲載しております。
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